



1990年 に,久留 (第 2執筆者)が , ロン ドン
大学精神医学研究所 (客員教授)か ら帰国 し,我
が国に心理学の分野でPTSD(心的外傷後ス トレ
ス障害)を導入 して以降,その指導のもと,筆者
(第 1執筆者 )も その臨床 と研 究 を重ねて きた
(久留,1990;久 留・餅原,1995他 )。 鹿児島8.6
水害,阪神淡路大震災,地下鉄サ リン事件をは じ
め, さまざまな事件 (犯罪等),事故 (校 内外で
の突然死),災害 (地震,土石流災害)後 のPTSD


















限 り め る ュース映像の録画,新聞,出版物
など。そ うすることにより,緊急支援に入った際 ,
当事者に直接聞くことなく (フ ラッシュバ ックを
煽 らない,負担をかけない),支 1;麦 にはいること
ができる。
*あ らか じめ,先方の情報 を収集 してお くこと
フラッシュバ ックを煽 らないですむ よ うに
相手が 自ら 「出来事」について話す ことを大切 に
*臨機応変 に,柔軟に。役 にたつ ことを大切 に
*で きるだけ,いつ も通 りに。できるだけ,特別 に
*「正 しく怖がる」 自分の気持 ちに正直に
自分 を守 るために必要なこと
LINK B00Kの 作成
*収集 した情報をファイル してお くと,次 に続 く支援者が,先方に確認 しなくて済む
(先方の負担をなくすことができる)






























宿泊が予測 される場合 :洗 面用具,タ オル, ヨ
ガマ ット,最小限の着替え。水がない可能性 もあ
るため, ドライシャンプーや消臭・除菌斉11(水な
しで洗濯可能),アル コール (消毒用),カ イロ,
ヒモ (本や竹があれば机やいす も作れ る),ロ ー
プ,軍手 (支援不要の際は草取 りやかたずけがで
きる),ビニール手袋 (ト イ レ掃除も可能),コ ッ
プ, ビニール袋 (大・中・小),輪ゴム,セ ロテー
プ,鍵 (セ キュ リテ ィ用 )。 携帯電話,デジカ メ
等の充電器,電池,な どc
現地用 :名 札。笛 (防犯,救助を求められる),
水筒,チ ャック付き肩掛けショルダー。A4 1
枚程度の簡単なガイ ドライン (資料 4～ 9)を用
意 してお く (状 況に合わせて変更できるよ う,




い )。 被害・被災状況を想像 し,服の色 (緑色な




者に会 う前にあらか じめ現地へ行き,把握 してお
く (当 事者 どこに, どんなところに住んでお り,
どんな被害状況だったのか,な ど)。
その際,地図やメモ帳があるとよい。撮影は最

















贅ス トレス緩和～ 「できるだけ,いつ も通 りにっ
(困 った ら)できるだけ,特別に」
特別に何かをする必要はない。できるだけ,し ヽ










は, どんな人なのか,あ らかじめ紹介 しておくと
よい。
また,緊急支援時の毎 日の記録 (現地の状況 ,
求められていたこと,支援 したことなど)を「Link
Book」 にまとめてお く:記録することは,ディ
ブ リーフィングの効果 もあり,自 己の心の整理に
もなる。
この 「Link B00k」 を作成 してお くことで ,
自分の後に続 く人 との共通理解 と支援の一貫性が
保たれ,「 Link B00k」 とともに引継 ぎをする。
また,「 Link BoOk」 の内容は,誰が読んでもよ
いように言己金表し,絶えず,更新 してお くc緊急支


























「想像」す るとは,あ たか も～のよ うに (as
iO想い,感 じることである。 た とえば,「悲 し





「共感」 とは,「 あたかも自分 自身のことのよ
うに相手の気持ちを感 じること」である。あたか
も, 自分 と相手の主観が,ふた りの間をいった り




により,人は癒や され,困難を克服 した り,生 き






思いや り,苦境 と対峙 しようとする力を重視する。
本人にとっては,みえない面,感 じられにくい面
かもしれないが,筆者は,かすかでも,そ の人の
健康な面を感 じようと努めている。そ うるす と,
人 は , 変 わ ってい く。「外傷 後成長 (PTG:
Posttraumatic Growth)」 とい う言葉 がある。
人としての強 さや,た くましさ,他者 との豊かな
関係,新たな可能性をみいだ し,魂 (精神)の変
容や,生 きる意味の確立へ と向か う人格的成長の
ことをい うc人は, どんな極限状況の苦境の中で
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連 絡 先 担当者 電話番号 メールア ドレス 提供可能なもの
































*風評に対 しては ? *事実のみを伝えるように心掛ける。
*不確定な情報は,自分自身でス トップする。
kagosh ima ccp (moch ihar a)
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*また,症状の経過 (lヶ 月後に症状が出てきて, 3ヶ 月後をピークに症状は軽減してきます。フラッシュ
バック (よみがえり現象)は最後まで残りますが,減少していきます。)を伝えます。





































・頭痛や吐き気,食欲不振,胃痛がある                    |
・下痢になったり,便秘になったりする
・じっとしているのに胸が ドキ ドキしたり,暑 くもないのに,急に汗が出る































*や さしい きもち があるから
だんだんと おちついてきます
☆できるだ!す いつもどおり
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*また,症状の経過 (lヶ 月後に症状が出てきて, 3ヶ 月後をビークに症状は軽減してきます。
フラッシュバック (よ みがえり現象)は最後まで残りますが,減少していきます。)を伝えます。
*さ らに, 自ら出来事について, 自然に表明した時は,良 くなる兆しを感じることを伝えます。
子どもが,「話してよかった」と思えるように。
*わずかでも未来に光 りが見えてくるように,子どもの心に寄 り添う。「生きていてよかった」と思える




6 き は 相談 しましょう
鹿児島県臨床心理士会 餅原尚子
(鹿児島純心女子大学 教授)
あたりまえ2 の とともに りま<



















*また,症状の経過 (lヶ 月後に症状が出てくること, 3ヶ 月後をピークに症状へ軽減すること。
フラッシュバック :よみがえり現象は最後まで残るが,減少してい<こ と。)を伝える。
*さ らに, 自ら出来事について, 自然に表明した時は,良くなる兆しを感じることを伝える。
*わずかでも未来に光りが見えてくるように,相手の心に寄り添う。




*キー・パーソンが健全でいられるため |こ (特 に子どもの場合は,大人の反応から,出来事の意味を知
り,悪化することがある),場合によってはカウンセリングを実施 し,心理的安定化を図る。




2 う一人は キー・パーソン の る
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